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「潤いファイル」は、特別な支援を必要とするお子さんの出生から

高等学校までの成長の様子とお子さんが、支援機関（教育・医療・福

祉・保健・労働）で受けてきた支援計画や内容を１冊にまとめ、保護

者（お子さん）と関係者との連携を円滑にするためのコミュニケーシ

ョンツール（意志や情報を伝達するための道具）です。 

具体的には、「潤いファイル」を通して保護者がお子さんの情報を伝

えることによって、支援機関がお子さんの特性を理解しやすくなり、

保護者と支援機関の連携をスムーズにします。また、支援機関の間で

お子さんの情報を共有することで理解を深め、より適切な支援を考え

ていくことができます。 

特に、幼児教育機関（幼稚園・幼稚部、保育園、療育機関等）、小学

校（小学部）、中学校（中学部）、高等学校（高等部）では、家庭と学

校等が協力して支援の計画（支援シート）を立て、その計画に基づい

て具体的な支援を実施します。 

このように「潤いファイル」は、高等学校卒業後の生活支援や就労

支援につなげ、お子さんの自立や社会参加に向けた主体的な取組を支

援することをねらいとしています。 

また、さいたま市は「潤いファイル」により、教育・医療・福祉・

保健・労働の専門機関が連携・協力して、お子さんとそのご家族に対

して乳幼児期から学校卒業後まで一貫した相談・支援体制の整備・充

実を推進しています。 

「 潤 い フ ァ イ ル 」 に つ い て
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 「潤いファイル」は、次のような3つのシートで構成されています。 

☆ フェイスシート：お子さんのプロフィールや相談・支援の履歴を記録するシ

ート 

☆ 理 解 シ ー ト：お子さんの特性を理解し、教育的ニーズを考えるシート 

※  就学相談において、相談員と一緒に作成します。 

☆ 支 援 シ ー ト：教育的ニーズに応じた適切な支援を計画するシート 

※ 特別支援学級、特別支援学校等で使用している様式が

ある場合は、その様式で作成し、ファイルの該当ページ

にはさんでください。 

これらのシートの作成時期は、年齢に応じて受けられる支援とリンクしていま

す。次のページの活用例を参考にしてください。

～ 目  次 ～ 

１ 「潤いファイル」について 

２ 「潤いファイル」の内容 

３ 支援の流れと「潤いファイル」の活用例 

４ 「潤いファイル」の活用について 

５  シートの記入例

６ フェイスシート 

７ 理解シート 

８ 支援シート 幼児期 

９ 支援シート 小学校・小学部  低学年 中学年 高学年 

10  支援シート 中学校・中学部 

11 支援シート 高等学校・高等部 

12  困ったときの連絡先 

「 潤 い フ ァ イ ル 」 の 内 容
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お子さんの            支援のながれ         「潤いファイル」の 

年 齢                     活 用

０歳 出 生 

１歳 乳 児                ・４か月   ・１０か月 

                    ・１歳６か月 ・３歳 

２歳 幼 児  

・生活経験

３歳  ・基本的な生活習慣 

    ・対人、集団参加 

５歳  

・お子さんの特性の理解 

    ・お子さんに合った教育の場                    

６歳  

      ・学校（集団）生活         個別の教育支援計画

・学習             個別の指導計画

    ・人間関係･社会性            ・教育的ニーズ 

                 ・困難さの克服・改善 

12歳  

・学校（集団）生活         個別の教育支援計画

・学習              個別の指導計画 

    ・人間関係･社会性            ・教育的ニーズ 

・進路                        ・困難さの克服・改善 

進路の選択

15歳  

      ・学校（集団）生活        個別の教育支援計画

    ・学習               個別の指導計画

 ・人間関係・社会性              ・教育的ニーズ 

   ・進路              ・困難さの克服・改善 

進路の選択

18歳  専門学校・大学進学、就労  

・お子さんの特性の理解 

≪社会的自立・社会参加≫                                 ・お子さんに合った社会生活 

・必要な支援の選定 
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潤いファイルによる情報提供 

支援シート（幼児期）作成 

保･幼･小連絡協議会
支援シート 

（保護者の願い・計画）の作成 

フェイスシートの作成 

支援の流れと「潤いファイル」の活用例

支援シート 

（保護者の願い・計画）の作成 

就学準備 

中学校・中学部 支援シート 

（保護者の願い・計画）の作成 

受 験 
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お子さんの情報は、成長とともに増えます。「潤いファイル」のシート以外に

も、検査結果の詳細、個別の指導計画などの必要な情報はファイルしてください。

そして、ご家庭で大切に保管し、支援機関との情報交換等に役立ててください。 

「潤いファイル」の活用にあたってのお願いは、以下のようになります。 

「潤いファイル」の活用について 

○ 特別支援教育相談センターの教育相談を受けている方は、配付の際に過

去の支援情報等を記入したり、資料をファイルに閉じておいたりしてくだ

さい。 

○ 「潤いファイル」は、保護者又はお子さんが管理します。 

○ 支援機関等への「潤いファイル」の提示は、保護者又はお子さんが決め

ます。 

○ 他の支援機関との情報共有に役立ててください。 

○ 「潤いファイル」の各シートは、障害政策課のホームページからダウン

ロードできます。ページを追加したい場合にご活用ください。 

http://www.city.saitama.jp/002/003/004/003/001/p008954.html 

保 護 者 の 皆 様 へ

○ 個人情報の取扱いについては、十分な配慮をお願いします。 

○ 協力を依頼された際には、情報提供等、作成のご協力をお願いします。

支 援 機 関 の 方 へ







































相談先 Ｐ１ 

（令和２年４月現在） 

お子さんを育てていて「ちょっと気になる」、「育てにくいな」、「どう関わったらいい

のかしら」等心配に思われることもあることと思います。また、学校などで集団生活上

の課題が、成長するにつれて出てくることもあります。特別な支援の必要なお子さんに

は、早く気付き、適切な支援を行うことが大切です。まずは、下の機関にご相談くださ

い。 

☆ さいたま市教育委員会 特別支援教育相談センターひまわり 

   〒331-0052 さいたま市西区三橋６－１５８７ 

   ＴＥＬ 048－623－5879  FAX 048 623－5979 

☆ さいたま市教育委員会 特別支援教育相談センターさくら草 

   〒336-0911 さいたま市緑区三室６３６－８０ 

   ＴＥＬ 048－810－5030  FAX 048－874－8522 

☆ さいたま市教育委員会 北教育相談室 （担当区：北区 西区） 

〒331-0823 さいたま市北区日進町２-１９１５-１

   ＴＥＬ 048－661－0050  FAX 048－653－4729 

☆ さいたま市教育委員会 堀崎教育相談室 （担当区：大宮区 見沼区） 

〒337-0052 さいたま市見沼区堀崎町４８－１ 

   ＴＥＬ 048－688－1414  FAX 048－688－1464 

☆ さいたま市教育委員会 あいぱれっと教育相談室 （担当区：中央区 桜区） 

〒330-0071 さいたま市浦和区上木崎４－４－10

   ＴＥＬ 048－711－5433  FAX 048－711－5672 

☆ さいたま市教育委員会 岸町教育相談室 （担当区：浦和区 南区） 

〒330-0064 さいたま市浦和区岸町６－１３－１５

   ＴＥＬ 048－838－8686  FAX 048－866－4353 

☆ さいたま市教育委員会 岩槻教育相談室 （担当区：岩槻区） 

〒339-8585 さいたま市岩槻区本町３－２－５ワッツ東館４階

   ＴＥＬ 048－790－0227  FAX 048－790－0257 

☆ さいたま市教育委員会 美園教育相談室 （担当区：緑区） 

〒336-096７ さいたま市緑区美園４－１９－１

   ＴＥＬ 048－711－7215  FAX 048－711－7915 

困 っ た 時 の 相 談 先

市内在住・在学の児童生徒の保護者を対象として、発達や特別な教育的支援

に関する教育相談を行います。 

市内在住で次年度小学校入学予定者（未就学児）の保護者を対象として、特

別な教育的支援や適切な学びの場に関する就学相談を行います。 

市内在住・在学の児童生徒、保護者等の学校生活にかかわる不安や悩み、就学

前の幼児のことばの相談などを、専門の相談員がお受けします。 



相談先 Ｐ２ 

☆ さいたま市総合療育センターひまわり学園 相談・支援係 

   〒331-0052 さいたま市西区三橋６－１５８７ 

   ＴＥＬ 048－622－1218  FAX 048－622－4359 

☆ さいたま市療育センターさくら草 管理・相談係 

   〒338-0837 さいたま市桜区田島２－１６－２ 

   ＴＥＬ 048－710－5811  FAX 048－839－0352 

☆ さいたま市障害者総合支援センター

    〒338-0013 さいたま市中央区鈴谷７－５－７ 

    ＴＥＬ 048－859－7255  FAX 048－852－3272 

☆ さいたま市発達障害者支援センター 

    〒338-0013 さいたま市中央区鈴谷７－５－７ 

    ＴＥＬ 048－859－7422  FAX 048－852－3272 

☆ 児童相談所（いずれも、子ども家庭総合センター「あいぱれっと」内） 

    〒330-0071 さいたま市浦和区上木崎４－４－10

 さいたま市北部児童相談所（西・北・大宮・見沼・岩槻区にお住まいの方） 

 ＴＥＬ 048－711－3917  FAX 048－711－8904 

   さいたま市南部児童相談所（中央・桜・浦和・南・緑区にお住まいの方） 

ＴＥＬ 048－711－2489  FAX 048－711－8904 

１８歳未満のお子さんの療育、しつけ、発達の遅れ、非行などあらゆる問題

について、家族等からの相談に応じ、児童福祉の専門家が相談に応じます。 

また、必要に応じて医学・心理学などによる判定を行い、これらに基づいた

助言指導、施設入所の手続き等を行っています。

成長や発達に心配のあるお子さんや、落ち着きがない、お友達に関心がない

など行動が気になるお子さんについて、小児科医や心理士、言語聴覚士などが

相談を行い、専門的な判断のもとに、その子どもの状況に応じた診断・療育を

総合的に行います。 

また、福祉の増進を図ることを目的として、家族への支援及び保育園・幼稚

園等も含めた地域への支援を行っています。

発達障害者（児）が自分らしさを発揮し、充実した生活を送れるように、保健、

医療、福祉、教育、労働などの関係機関と連携しながら、本人やその家族に対す

る支援を行うとともに、地域の支援体制の充実を図ります。 

障害者が地域で安心して自立した生活を営むことができるよう、事業所、障

害者施設、特別支援学校、各区の障害者生活支援センター等の関係機関と連携

しながら、障害者の就労支援、生活支援、授産施設に対する支援、社会参加支

援などの各種支援を総合的に行います。



相談先 Ｐ３ 

☆ さいたま市こころの健康センター 

「子どもの精神保健相談室」（子ども家庭総合センター「あいぱれっと」内） 

    〒330-0071 さいたま市浦和区上木崎４－４－10

火・金曜日 ＴＥＬ 048－762－8538 FAX 048－711－8907

☆ さいたま市障害者更生相談センター（大宮区役所４階） 

    〒330-8501 さいたま市大宮区吉敷町１－１２４－１ 

   ＴＥＬ 048－646－3128  FAX 048－646－3163 

☆ さいたま市高次脳機能障害者支援センター（大宮区役所４階） 

〒330-8501 さいたま市大宮区吉敷町１－１２４－１ 

ＴＥＬ 048－646－312５  FAX 048－646－3163 

☆ 各区支援課障害福祉係 

区役所 TEL FAX 区役所 TEL FAX 

西 区 620-2662 620－2766 桜 区 856-6172 856－6276

北 区 669-6062 669－6166 浦和区 829-6143 829－6239

大宮区 646-3062 646－3166 南 区 844-7172 844－7276

見沼区 681-6062 681－6166 緑 区 712-1172 712－1276

中央区 840-6062 840－6166 岩槻区 790-0163 790－0266

☆ 各区保健センター 

区役所 TEL FAX 区役所 TEL FAX 

西 区 620-2700 620－2769 桜 区 856-6200 856－6279

北 区 669-6100 669－6169 浦和区 824-3971 825－7405

大宮区 646-3100 646－3169 南 区 844-7200 844－7279

見沼区 681-6100 681－6169 緑 区 712-1200 712－1279

中央区 840－611１ 840－6115 岩槻区 790-0222 790－0259

さいたま市内在住の小学校高学年から中学生の児童・生徒及びその家族、関係

者などを対象に、こころの病気や悩みに関するさまざまな相談を行います。 

主に１８歳以上の身体障害者及び知的障害者を対象に、本人や家族などから

の相談に応じ、必要に応じて医学的･心理学的判定や職能判定、補装具の適合判

定などを行い、これらに基づいた助言指導を行っています。また、身体障害者

手帳、療育手帳の交付申請に対する認定を行っています。

高次脳機能障害者（児）及び家族の方が安心して住み慣れた地域で生活できる

よう必要な情報を届けるとともに、早期に適切な支援につなぐため、関係機関と

連携をとりながら相談支援を行います。



相談先 Ｐ４ 

☆ さいたま市役所 

〒330-9588 さいたま市浦和区常盤６－４－４  

さいたま市役所保健福祉局福祉部障害政策課（さいたま市役所内） 

ＴＥＬ 048-829-1306 ／ ＦＡＸ 048-829-1981  

e-mail：shogai-seisaku＠city.saitama.lg.jp  

さいたま市教育委員会学校教育部特別支援教育室（さいたま市役所内） 

ＴＥＬ 048-829-1667 ／ ＦＡＸ 048-829-1990 

e-mail：kyoiku-shienkyoiku＠city.saitama.lg.jp  



氏名             
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